





Narcissistic Personality on adolescence 
-a study of Narcissistic Personality Inventory -





1980年DSM-m(精神障害の分類と診断の手引き)に， さて， この自己ということについて， 一言ふれておく。
新たに 「自己愛人格障害」が加えられて以来、自己愛へ サンスクリットの“atman"という言葉は自省的な意味
の関心はとみに高まっている。 しかし一方で， P1uver での自分自身(自我心理学で言うところの自己表象にち


































































































































































































れた尺度には.Goldman ('77)， Windholz ('79)の
Narcissismの精神病理を評定する観察者評定尺度や，











































①N P 1 (NARCISSISM PERSONARITY INVENTORY) 
先にも実証的研究の概観の中で取り上げたようにこの










の関係も報告されている。 (Emmons'81，'84， Raskin 

















同一性感覚の関係を調べるため， Tan et' all (1977) 
の同一性簡易尺度 (MEI)，水野(1982)の自我同一性
尺度(I8)との相関を調査している。結巣， ID8とMEI








































































b.調査対象大学生 371人(男子 192 女子 179)
( 5 ) 
関西の回生制の6大学(注1)。平均年令 19.85才(18
-24)， 年令分布は表 lに示すとおりである。












NPI・N の平均は 100.647 中央値102SD24. 76 RA 
NGE 157 (12-169) 
表 1
AGE FREQUENCY PERCENT 
18 69 18.6 
19 98 26.4 
20 90 24.3 
21 66 17.8 
22 32 8.6 
23 14 3.8 



















高群 N=167 I低群 N=204 I t df=3ω 
Mean SD I Mean SD 
103.455924.7500197.215624.4198 
表3 性差
男子 N=192 I女子 N=179 I t df=369 




高群 N=167 I低群 N=2倒 It df=369 
Mean SD I Mean SD 
22.8臼76.7203123.89225.8051 I 1.5位5 ns 
表6 性差
直正一石=167I僻 N=204 I t df=.369 
Mean SD I Mean SD 









































































I E 国 W V VI 
N36 私は人からほめられることを望んでいる 72 -. 10 -.00 .17 .13 -.09 
N34 人がわたしのために色々してくれるのを期待している 67 -.05 00 -.04 .18 .04 
N20 周りの人が自分の期待しているだけの敬意をはらってくれないと気分か落ち着かない .56 .07 .22 -.05 .07 .24 
N44 私には注目のまとになってみたいという気持ちがある 56 23 .13 .34 16 目14
N48 私はえらい人だといわれるような人間になりたい .53 .03 .42 .12 .05 ・.23
N40 人のしあわせを見るとつい、ねたましくなる 51 01 .16 -.03 -.14 03 
N52 大勢の人の'iljにでたとき、人n'tムに注意をはらってくれないとかえって落ち着かない気分になる .46 .08 .22 .24 .07 .04 
N21 私には自分の体を人に自慢したいという気持ちがある .46 .01 27 01 .21 20 
N12 どちらかといえば、私は注目される人聞になりたい .46 .29 .04 .56 .13 .14 
N42 私は鐙を見るのがすきだ .41 03 02 .05 .36 46 
N25 世間から見て、かなりの生活ができなければ満足できない .40 .10 .28 -.03 .02 -.07 
N26 私は自分の体を見るのが好きだ .39 01 .16 .10 .22 31 
N17 弘は人々を従わせるような権力をもちたい .39 .32 .48 .04 -. 11 -.03 
N24 最悪の状況であっても、私は段高の調子を維持できる。(一) .ー37 14 .19 ー19 24 .01 
N38 私は支配欲が強いほうだ .35 49 .10 .10 -.24 . 1 
N47 私はもともとリーダーになるのが性格に合っている .08 .80 .13 .13 .22 -.01 
N50 私は生れっきリーダーとしての素質をもっている 09 .75 .22 .07 .27 -.00 
NI5 手ムはよい 1)ーダーになる自信がある 03 .67 .30 .18 .27 .02 
N3 とうやら私は、ひかえめな人間というには程遠い人間だと恩う .01 .54 -.11 .27 -.09 . 15
E N16 私は自分の意見をはっきり言うほうだ .ー11 .53 06 .22 .02 .30 
N2 私は周りの人に影響を与えることができる才能を生れつきもっている .ー05 .51 .22 .25 .12 .23 
N38 私は支配欲が強いほうだ .35 .49 10 10 -.24 .14 
N33 いつも私li話し合っているうちに、話の中心になってしまう .06 .45 ・.06 .19 .45 22 
N46 周りの人々はたいてい私の権威をみとめてくれる 05 .45 29 -.07 .39 . 10 
N19 自分の思い通りに人を使いこなすのは、それほどむずかしくない .05 43 .36 -.22 .29 02 
N53 自分は他人より有能な人間であると思う 23 10 71 .08 .11 .10 
N54 私は周りの人たちよりも、ずばぬけたものをもっているとおもう .24 13 63 .21 .04 .22 
N14 私は才能にめぐまれた人間である .10 18 58 .22 17 10 
N43 自分自身では要領もいいし、賢明さもそなえていると恩っている .04 .26 .52 .04 .30 .07 
Nl7 私は人々を従わせるような権力をもちたい .39 32 48 . 04 -. 11 -. 03 
E N18 私は周りの人が学ぶだけの値打ちある長所をいくつかもっている .01 .18 .48 .16 .28 .29 
N48 私はえらい人だといわれるよう人間になりたい .53 .03 .42 12 05 .ー23
N51 将来、設かに私の伝記を魯いてもらいたい .22 .10 .39 .29 -.12 .11 
N8 もし、この私が世界を事由にすることが出来るのなら、もう少しましなt世の中にできると思う .07 .ー03 .38 06 04 .04 
NI3 私は、かならず成功してみせる .10 .10 .36 .53 . 11 .10 
N19 自分の思い通りに人を使いこなすのは、それほどむずかしくない 05 .43 .36 -.22 29 02 
N5 どんなことにでも，あえて挑戦するというようなやり方が私の性絡にあっている .ー21 19 .08 59 12 09 
N28 ここというときには、私は人目につくようなことを進んでやってみたい 34 .26 .04 .58 .07 .20 
Nl2 どちらかといえば、手ムは注目される人間になりたい 46 29 04 .56 .13 .14 
N13 私は、かならず成功してみせる .10 .10 .36 .53 .1 .10 
W Nl1 ゲームをするからには、負けるのはどうでもいやだ .05 13 .11 .48 .09 .05 I 
N6 私は人から強い人間だと恩われたい .16 -.01 .22 .47 .05 -.16 I 
N10 私はどんなことでも、あまりきがねなどしないで自分の好きなようにふるまっている .12 33 -.13 .43 .08 .01 
N37 自分自身の気持ちに忠実に生きるということが、まず重要なことだ -.02 -.04 .10 .40 -.01 .34 
N7 周りの人たちが自分のことを良い人間だと言ってくれると自分でもそうむんだろうと思う 28 -.06 .20 35 28 .ー28
N9 私に接する人は誰でも、私という人聞を自然に気に入ってくれるようだ 02 .12 .08 .29 68 -.02 
N32 人は誰でも、私の話を喜んで聞きたがる .11 . 17 .01 01 .66 .14 
N49 私が言えば、どんなことでもみんな信用してくれる .07 .16 21 -.04 .49 13 
N33 いつも私は話し合っているうちに、話の中心になってしまう .06 .45 -.06 .19 .45 22 
V N3 私の健康は心身ともに最高だ .ー03 .05 .13 28 .45 -.17 
N41 人に好かれるのは、私自身にどこか魅力的なところがあるからだ .23 05 .26 .16 .43 .32 
N46 周りの人々はたいてい私の権威をみとめてくれる .05 45 .29 -.07 .39 . 10 
N42 私は鏡を見るのが好きだ .41 03 .02 .05 36 .46 
N 1 感受性のするどさ と言う点で、私は他の人に負けないものをもっている .ー02 .17 .06 .13 -.01 .61 
N22 私には人の気持ちをずばり読み取るカがある -.01 .23 16 -.16 .27 .60 
羽 N27 私は美しいものを決して見逃さないすぐれた感性の持主である .13 .05 .28 . 14 .00 56 
N42 私は鋭を見るのがすきだ 41 . 03 02 05 .36 46 
N39 私は人より先に流行を取り入れるのがすきだ .34 .28 .00 .10 ー22 36 





し，個性を強調する自己愛人格の特徴をよく表している りであった。 IDSとの棺関では因子 Iは自己拡散感と







次に各因子の特徴を把握するため，各国子の年令差 ず， IDSと唯一 正の相関を示している。他の因子で
(高群-H，低群-L)，性差についてT検定を行なつ は因子Irリー ダーシップ」とNr野心J，V r優越倒ゴ，
た。各因子の平均値，中央値， SD等は表 8，年令差は VIr感受性Jはともに年令差は有意に学部群 (H群)が
表札性差は表10に示す通りである。年令差では因子1， 高く， VIを除いて，いずれも自己拡散感ともに高い負の
Eをのぞいた4因子で， H群がL群より有意にNPI得 相関を示している。また，性差は因子mr有能感J，VI 
点が高いという結果を得た。また性差では 因子m.N にのみ見られた。しかしWは自己拡散感とも高い負の相
のみが男子のほうが女子より有意にNPI得点が高いと 関を見たが， mは相関関係はなかった。 リー ダー シップ，
表8 各因子一覧
項目数 MEAN SD MEDIAN MIN MAX 
因 子 15 31. 74 10.05 32.00 4 59 
因子 E 10 17.18 6.74 17.00 o 37 
因 子 E 1 19.24 7.27 19.00 o 41 
因子 W 9 22.66 5.80 23.00 4 36 
因 子 V 8 15.24 4. 70 10.00 o 20 
因 子 VI 5 9.74 3.66 10.00 o 20 
表9 年令差
Age 品群 N=203 低群 N=167 df=369 
Mean SD Mean SD 
因子 31. 8284 10.33部 31. 6347 9.7274 O. 1855 ns 
因 子 H 18.0539 6.9219 16. 1138 6.3610 2.7851 * * 
因 子 E 19.5539 7.2934 18.8503 7.2458 O. 9272 ns 
因 子 W 23.3284 5.8381 21. 8503 2.4585 2.4585 * 因子 V 15.9461 4.4414 14.3832 4.8715 3. 1982 本本
因子羽 10. 2010 3.6380 9. 1956 3.6149 2.6821 * * 
表10 性差
Sex 男子 N=192 女子 N=179 t df=369 
Mean SD Mean SD 
因子 32. 2346 10.9511 31. 2135 8. 9963 0.9434 ns 
因子 E 17.5052 6. 7545 16.8324 6.7178 0.9612 ns 
因 子 E 20.8333 7.6810 17.5251 6.3937 4.5210 * *本
因 子 W 23.5885 5.9079 21. 6704 5.5291 3. 2229 * * 因 子 V 14.9114 4. 7994 15.5977 4.5746 l. 4101 ns 




* * * 











る性質を持つものがあることが明らかになった。このこ る。但し， IMQの感情ト ーン(注3)は数量化するこ




うである。即ち， 1 * I， V /IV本 m*VI(*:年令差， が他のふたつの感情価の合計を上回るところで線引をし
性差， IDSとの相関関係などの相違， / :対自一対地 てX'検定を行い，肯定感と否定感はIDS、NPIの因子
という相途) とどのように関連するかを調べる。
調査.3 結果①
目的 X'検定を行なった結果 (表12)， 自己鉱散感につい
IMQの感情トーンから自己拡散感と自己愛人格側面 ては，自己肯定感情は自己鉱散感の低訴と有芯な関連が，
表13 S-PD:Sふ!D有意差検定結果
自己感情 PD群 N=31 ND群 N=63 t df=92 
Mean SD Mean SD 
IDS 20. 2581 6.5522 26.槌25 6.4470 4.5176 * *本
因子I 31. 8065 12.7656 32.0635 8.3451 0.1171 ns 
因子E 20.7419 7.2176 15.0159 6.5930 3.8542 * 羽ド 本
因子E 2. 2581 8.ω51 17.0159 6.8943 3.2698 本本
因子W 25.6129 5.4874 19.7778 5.6837 4. 7322 *本*
肉子V 18.5161 4. 1221 13.3175 4.0949 5.7742 旗本本
因子VI 1l. 7097 3.3486 8. 4444 3.2218 4.5613 * 判ド * 
表14 P-PD・P-NDの有差検定結果
IDS 因子I 因子E 因子E 因子W 因子V 因子VI
両親 1. 1434 0.8862 2.3028 0.0060 0.4226 2.9735 1. 3456 
PD<ND # ns PD<ND ns ns PD<ND ns 
父 1. 9543 l. 3016 l. 6109 0.4617 1. 1285 2.2166 1. 2019 
PD<ND # ns ns ns ns PD<ND ns 
母 O.お42 0.3778 1. 698 1. 2381 0.7406 1. 6412 l. 5899 
ns ns PD<ND # ns ns ns ns 







M-PD醇(100人)=母親感情肯定優勢群 :P=3 M-ND群 (26人)=否定優勢群 :N=3



























































































































































































































































全項目数 14 x 371 =5149 不一致数230.一致率95.5
6%であった。
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The purpose of this study is to examine narcissism on adolescesce. In this study， narcissism on adole-
scesce are to be evaluated accoding to Rakin's Narcissistic Personality Inventory(979). Then， in term 
of selfidentity， Nakanishi & Sakata 's Identity diffusion Scal (1982) is to be used for it evalution. And in 
order to deal especially with ajustment， selffeeling and pairent・feelingare to be evaluated according to 
Umehara et'al's IMAGE-QUESTION(l972). 
Factor analysis of the questionaire (NPI) extracted 6 factors -“mirroling-xepectetionぺ“Ieadrship"， 
“sence of ability"，“ambition" ，“superiority" ，“sensitivity"， Then， these factors chacter is to examine 
about inner construction of factor and relation to self-identity， self-feeling and pairent-feeling. 
This result are also discussed from the point of clinical psycology of adolescesce. 
(15) 
